
革新的技術開発・緊急展開事業
（農林水産分野におけるイノベーションの推進）

【１１，７００百万円】

対策のポイント
農林水産業のイノベーションに向けて、技術面から農林漁業者を支援する

以下の取組を早急に進めます。
① 人工知能（ＡＩ）等の最新技術を活用して、習得に数十年かかった技術
を若者などが短期間で身に付けられるシステム等を構築
② 大学、国・都道府県の試験研究機関が持つ研究成果や研究者の情報を体
系的に整理して公開し、生産者がすぐに相談でき、最先端の技術を利用でき
る環境を整備
③ 明確な開発目標の下、農林漁業者・企業（ベンチャー企業等 ・大学・研）
究機関がチームを組んで、農林漁業者への実装までを視野に入れた技術開発
を確実に推進

＜背景／課題＞
・ 総合的なＴＰＰ関連政策大綱」に即し、我が国農林水産業の体質強化を図るため、「
外国産との差別化 生産性の向上 農林漁業者やや更なる を可能にする技術を生み出し、

です。産地が速やかに活用できることが重要
若者などが技術を短期間で習得・継承 生産者が、最新の・このため、 できるとともに、

必要があります。技術を有する大学・試験研究機関等を利用しやすい環境を整える
農林漁業者が自分で解決できない技術的問題の解決や生産性の飛躍的な向上の・また、

ため、農林漁業者が求める開発目標に向かって、分野の垣根を越えた研究勢力を結集
必要があります。し、実装までを視野に入れた技術開発を確実に進める

政策目標
〇ＡＩ等を活用して熟練農業者の技術を新規農業者が短期間で習得できるシ
ステムを全国的に展開（平成32年度）

、 （ ）〇研究開発に主体的に参画した全農林漁業者が 開発した技術を実践 平成32年度
〇生産額を１割以上増加又は生産コストを２割以上低減させる技術体系を確立
（平成32年度）
〇ＡＩ等の活用により、家畜の死廃事故の半減や果実の収穫作業時間を８割
削減可能な技術体系を確立（平成32年度）
〇新たな国産ブランドの農林水産物を10種類以上創出（平成32年度）

＜主な内容＞

１．熟練農業者のノウハウの「見える化」
により新規就農者の技術習得の短期化や生産性の向上などＡＩやＩｏＴ等の活用

熟練農業者の技術の継承・知財化、ドローンやセンサーを活用しを実現するため、
を行う地域協議会（農業者、企業た栽培管理支援など、新たなシステムの社会実験

等）を支援します。
補助率：定額

事業実施主体：民間団体

２．研究成果の「見える化」
研究成果や研究者の情報を体系的に整理し大学、国・都道府県の研究機関が持つ

します。て公開し、生産者が相談・利用できるシステムを構築
委託費

委託先：民間団体等
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［平成28年度補正予算の概要］

３．目標を明確にした戦略的技術開発
（１）推進体制の構築

最先端の技研究開発の円滑かつ迅速な実施とその成果の実装を推進するため、
術を有する企業、大学、試験研究機関の研究・社会実装拠点の形成とネットワー

します。ク化を支援
補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

（２）研究開発費
① 革新技術の社会実装の加速
ア．経営体強化プロジェクト

農林漁業者、企業（ベ農林漁業経営体の技術力強化のため、テーマ毎に、
明確な開発目標の下ンチャー企業等 、大学、研究機関がチームを組んで、）

を支援します。で現場への実装までを視野に入れた技術開発

イ．地域戦略プロジェクト
各地域の競争力強化のため、地域戦略に基づき、研究機関と関係者（農林

漁業者、民間企業、地方公共団体等）が共同で取り組む、先進技術を組み合
わせた を支援します。生産現場における革新的技術体系の実証研究

② 先導技術の研究開発
ア．人工知能未来農業創造プロジェクト

により、新たな生産性革命を実現するため、民間のＡＩやＩｏＴ等の活用
斬新なアイディアを活用しつつ、家畜疾病の早期発見や収穫ロボットの高度
化など、 を実施します。全く新しい技術体系を創造するための研究開発

イ．先導プロジェクト
、新たな価値や需要を生み将来に向けて競争力の飛躍的な向上を図るため

次世代の出す品種、輸出促進につながる新たな生産・流通・加工技術など、
を実施します。技術体系を生み出す研究開発

補助率：定額

事業実施主体：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

お問い合わせ先：
１の事業 大臣官房政策課技術政策室（０３－６７３８－６１５９）
２の事業 技術会議事務局研究企画課（０３－３５０１－９８８６）
３（１ （２）①の事業）、

技術会議事務局研究推進課（０３－３５０２－７４６２）
３（２）②の事業

技術会議事務局研究統括官（生産技術）
（０３－３５０２－２５４９）

技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境）
（０３－３５０２－０５３６）

技術会議事務局研究推進課（０３－３５０２－５５３０）


	技1_28_hosei
	革新PR版ポンチ絵（社会実装）
	スライド番号 1

	革新ＰＲ版ポンチ（具体例）
	スライド番号 1




